
第１号様式                主要事業の進行状況報告書       平成 21年 3月 31日

７８ 建設局 ボトルネック箇所の解消（交通流を円滑にする橋づくり） 

事
業
概
要 

 多摩川を横断する橋梁は、橋と橋との間隔が長いことや、車線数が少ない
ことから、交通のボトルネックとなっており、慢性的な交通渋滞に悩まされ
ている。 

最大渋滞長は、多摩大橋が９５０ｍ、是政橋が９９０ｍであり、いずれも橋
長の２倍以上に達する激しいものとなっている。 
 本事業は、多摩大橋については有効幅員９ｍを２０ｍへ、是政橋については車

線数を２車線から４車線へ拡幅するもので、渋滞緩和を図るとともに、周辺地区

と交通ネットワークを強化し、社会経済活動を活性化するなど重要な役割を担う

ものである。                               

 

こ
れ
ま
で
の
経
過 

（１） 多摩大橋 
   昭和４０年度        既設橋開通 
   平成１４年度     新設橋工事着手 
   平成１９年１０月   新設橋開通 
 
（２）是政橋 
   平成 ５年１１月  第１期（上流側）工事着手 
   平成１０年 ５月   第１期（上流側）開通 
   平成１４年１０月  第２期（下流側）工事着手 

現
在
の
進
行
状
況 

事業中箇所の状況（平成２１年３月末） 
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整備状況 

  
備 考 

 
 多摩大橋 
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２ 
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新設橋を既設橋の上

流側に架設 
既設橋は耐荷力向上 
及び歩道拡幅を実施 

 
 是政橋 
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  ４ 

 
 ９２％ 

第１期：上流側２車線

平成１０年５月完成 

 

今
後
の
見
通
し 

  多摩大橋については、平成１９年１０月に新設橋（上流側）に交通を切り替え

た。平成２１年度は、既設橋の床版工事や上部仕上げ工事を行う。 
是政橋については、稲城市側の取付道路に関連する土地区画整理事業やＪＲ南

武線の連続立体交差事業などの進捗状況を踏まえながら、平成２１年度は橋梁上

部工の架設工事、上部仕上げ工事及び取付道路工事を行う。 

 

問い合わせ先 建設局 道路建設部 道路橋梁課 電話 03-5320-5352
 


